
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

昭和 26 年（195工）1・2 月 講　　演　　要　　旨　， 41

　　 （・tu台地 方 の 蝿族 縷 の 塀姓 態 S 的MS 三第 蝦 動物園におけ 調 族 帽（爛 ） 堀 克靈 債 源研 ）

　昭 和 17 年 4 月か ら 12 月に 至 る期 聞に わ た り ， 數種の 捕殺方法 を併用 して 得 た資斜に 基 い て
， 仙台市立

黝 園 の 蠅族 相 の 解析を 行 つ た ・ 捕fime數 tX　74797 　OPで ， こ れ を繊 す る重要 な種類tま ヒ メ イ エ ．・エ
， 。 メ

ク ロ バ エ
， オ ホ イ エ バ エ

， イ ニ パ エ ， ce　： バ ヱ
，　 fi　u ）9　t 及 び 嵩 ク パ エ の 7 群 に 大別 され た 。 ま た 優 占種は

描殺方法 や 碓雄に よ つ て 9F の 變化tszaるbS ，

一
幅 ヒ メ 如 メ エ カ癰 占極で あ る と思われ る議 た これ を季

篤的に み れば ， 優占種ほ 季節に よ つ て 明瞭に 奧化 し ， そ の 變化 の 過程は ク ロ バ エ → ヒ メ イ エ パ 呂 → ヒ メ ク ロ 　，

パ エ ゆ イ エ パ ヱ の 順 で あつ た 。 ま た各種 の 季籔的渭長の 5ち ，イ エ バ エ の 極相 は 秋 に な つ て 初め て 出現 し た 。

また相關法 に よ つ て 群集形態 の 季節的變化をみ る に 舅瞭な 4 の 系列 つ ま リ ク ロ バ エ
， ヒ メ イ エ パ エ

， ヒ メ ク
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

ロ バ エ
， イ エ パ エ 等 の 諸相 に 分 け られた 。

　（問｝ 動物 園 の 調理室 とい うの を牧場 ， 養嬲 の お 霧手に置き 換 え た 塲合 に 大 勢は變らずや は りヒ メ ク ロ

バ エ 等が 優 占種で あ りま し よ うか 。 （高島春雄）　　　　　　　　　 ’　　　　　　　　　　　　　
引

　（答） 私 の 結果で は ヒ メ ？
V バ エ が 一應 の 優 占種 と み られ る が ，仙 の 場所 で ど うな るか ほ 分 り まatん 。

　　　　　　　　　　　鵬 の 渡 來 地 の 移 リ 璽 リ の 一 例 影 山藤作 （東京）

　　井 ノ頭恩賜 公 園 は ・東京都北多摩郡 武 臓野宙に 在 り，
86

，
852 泙 58 ， 老 大 の 杉林申に ， 自然湧出 の 泉水 ， 江

　戸時代紳田 上 水の 源泉 を な し ， 叉賦の 池 をなす 。 東 方の 池 に は フ トイ を叢生 し幽すい の 地 た り 。 余は 明治 43

　年以來此 の 地を常 に 觀察 した り。 東京都元技 師市川政司氏魚鳥の 動物飼育に妙技 あ り ， 其衛業者 の 上 位 に あ

　 り て ， 傘も常に其指導を受 くる事大な る も の あ り 。 市川技師 の 読 に よれぱ ， 躑 ま吐 の 公 園ゐ池申 7 トイ の 生

　 ず る 駈 に 集を造 るを常とせ りと 。 大 正 5年御下 賜 せ られ て ， 東京都 の 經營と な り， 大 正 6年 5 月 1 日開園 ，

　昭和 5年短艇を設備 ，

一般公衆 に開放 し ， 既 の フ F イ池内 に も漕ぎ入 り ，
ブ h イ は か い の 先 に か け られ 極少

　數 と な り ， 營集 の 適所 もな くな りた る 上 に ， 昭和 16 年駿時 の 醗 贈 の 用材 と して ， 此 の 杉林 も伐 られ ， 鸛

　 の 安息所 もな く な り，渡來を見 ざ る に 至れ り 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’ ．
　　　　　　　　　　　　ヒ ドラ の 有性生殖 に 及ぼす浬度 の 彭響　伊藤猛夫 （愛媛大）　　　 ・

　　5〜12 °C か ら 20・v250C へ の 昇淵飼育に よつ て Hyda 　 magn
’
PaPiltata の 生殖集の 形成が 促進され る 。

　こ の 場合，食物 の 量及 び 質 ；pH ， 溶存酸 素 量 ，光 等弛 の 顔境要因は 促進に 殆 ん ど介入せ ず ， ヨ〜こ れ等の どの 要

　 因 もその 愛化が 主 に な つ て 形成を促す傾 向ほみ られない 。 尚上記 と邀 の 降 濫飼育 で は 形成は 促進さ れな、  

　又促邂 ま噺蔽的昇温 飼育に よ つ て も可 能で あり， そ の 昇灘時聞の 積算に於け る形成翻遏 を 蓮續昇温飼育に於

　 U る それ と比較す る とか な りよ く
一

致 し ， 昇温處理 敷果が累積的で ある 傾向を 示 し て 仏 る。
一

度促進され た

　掻饐 を 引綾き昇温飼育す る と長休止期 なく再形成す る の が み られ ， 又長期 の 昇温飼育では生殖災形成に遏期

　 的 な肖が 認 め られ る 。 即ち ， ヒ ドラの 生殖集形成には週期性が存 し ， 昇濫處理は薗撃的に 形成を誘起す る と

　い 5 よ り寧ろ低濫で雛 さ糺て い た untva期を早 め る もの と考 え られ る ． 邇期性と温度との es係等につ い て

　 は 別 に 報告す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　σ

　　　　　　　　　ア ラ レタ マ キ ビ （Tectarius　granutaris 　 Gray） の漫息密度 とそ の 變動

　　　　　　　　　　　　　　　　　 幅田英夫（大阪市立大理 工學部）

　　T ・　granularis の habitatは 海岸 の 防波堤 の 石 埴 な ど の 潮干幣 で ある 。 從 つ て こ の hab三tat　 1まra潮 と干

　潮に 1つ て ，そ の 廣さ力凝 る か ら ，滿潮時 と干潮時 の 單位面積當 りあ涸饐數は 異ると考 えられ る 。 こ の 場合 ，

　滿潮か ら干潮 1こか け て 潮位 の 下降 と共に ，

’
個睡が 下方 に 分皺 して 一様 に 分布 す る もの か ， 或 は ， 滿潮時の 分

　 布 密 度 が その ま X 下降 し て 行くもの か ， 大 別 して 二 つ の 場合が あ る 。 こ の よ うな滿潮時と干潮時の 棲息密 度

　 の 違い とい うもの は ， 潮位 に應ずる個體 の 移動に よ つ て 起 る と考 え ら れ る 。 こ の 研究 の 結果 で は ， 干潮時 の

1
分布にそ の 最 も密度 の 高 い 所が ， 前の 滿 潮線の 附近 に あ り ， 干潮に な つ て 潮位 bS下降 して も殆どの 個瞳 は滿

　 潮線 の 附近に餞つ て い る 。 叉月齡に よつ て 満潮位 が 變る 淤 ， 滿潮位が 上 つ て行 く楊合 ， そ の 弐の 干潮時 の 最　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
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も 密度 の 高い 所 は ， そ の 滿潮 位 に照じ て 上 つ て 行 く 。 　　　　　　　　　　　　　　
’”

　（問） タ マ キ ビ類は ぬ れ る と動 き出す が ， 波 の 飛沫で 潮時 と別 に 蓮 動す る の で は ない か 。 （大由桂）

　（答 ）　 もち ろ ん ， 波の 飛沫で 動き畠す の で あ る が ， 飛沫 の 及 ぶ 範園ほ 普通 め 日 で は 主 に潮侍 と闢係 が あ る 。

　〈問） ア ラ レ タ マ キ ビ の 移動する時ほ い つ か 。 （瓏庸 ｝

　（答 ） 滿潮時になつ て ，潮位 の 上昇 と共に波に ζつ て 濡れ始め る と b その 附近にい る 個體ほ 移動し始め る 。

又 ， 波によつ て 濡れ るこ と N 同 じよ 5な状 態に ある瘍合も移動可能 で ある 。

　　　　　　　 ス ジシ マ ドジ ヨ ウの 種 凄 の 分 布 と隔 離　皆森籌美夫 （廣島大 墨 廣島師範）

　ス ジ シ マ ドジ ヨ ウ （labitis　taem
’
a 　striata の 高梁川産及太田川壼 の 2 種族 ほ 形態的に區別可能 で ， 醋 間に

は 生 理 的隔離が 起 つ て い る （既報）。 高 梁川型 （小型） の もの は 廣 島縣芦田川 を西限 と し ， 太田型川 （大型）

の 種族砥 島田川（山ロ 縣）， 太 田川 （廣島縣）， 江川 （廣島縣）， 沼田川（廣島縣）， 芦田｝ll（廣鳥縣）及 び高梁川

（岡山縣）の 諸河川 に 分布す る 。從つ て 兩型は 芦田川以東 に 於 い て 分布が 電 な つ て い る が ， 2 者 の 間に は 撲分
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

け が 見 られ る 。 兩型 の 雑種 ， （1）高梁川 （小） X 島田川 ， 太田川 ， 江川 ， 沼田川 ， 芦田川 （大）及び 高梁川

（大 ）　（2） 芦 田 川 （小 ）X 太 田 JHp江 川 ，沼田 川及 び芦田 JII（大 ） の F し雄は 何れ の 組合せ に 於 い て もi詮 に

迸 い 不妊 と な る 。 從 つ て 兩型 は その 慶息地 に關係な く互 に生理的に 隔離さ れ ， 各 々 掲立 し た異な る種族 と見

なされ る 。 又 大 型同志間及び 小型同志聞の 鰡 電に 蟄い て も ， な お 毬 々 の 程度 の 不 妊現象 が 観察 され た 。

　 （問）　種 族の 意 義 o （富 山一郎）　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　 、　　　　　　　 ・

　 ｛答） 未 だ嚴密 に 意義して 使 つ て い ま せ ん 。

　　　　　　　　　　 Population　cage の一賢隙 　大島長造　（大阪大。理 ・生）

　黒猩 為蝿 の 俘性 突然變異遺傳子 を 有す る もの と有し ない も の ， 黒 猩 鳶 蠅 と近縁 種 の ア メ リ カ猩 々 蝿 の 難種
’

と 黒狸 を蠅 を populatien 　cage に て 約 ユ0 ケ 月飼育 し た・cage ほ 44　x 　29x14 ・5　cin の 箱 で 底面 に 15 箇 の 餌

壷 が 置か れ 、 こ の 中 に 鑼は 淕卵す る が ，幼虫は餌壷 の 周邊 で 蛹 と な り ， そ の 後弸化す る 。 約 20〜251 日 の 間隔

で cage 中に 生存す る龝を調 べ た結果弐 の よ うな こ とが わ か つ た 。

　cage 中で は餌壷中に 多 く孵化し た幼虫聞に生存競爭及 び成虫 （約 1000 匹 丙外）聞 の 競爭交配等が考え

ら れ る が ， こ れ ら の こ と か ら陶 汰 に 羇 す る適應力 に お い て 突然變 異遺傳子 を も つ もの et， もた ない もの に 劣

つ て い て ， cage 中の 集團 に お い て 除 々 に淌滅 して 行 くこ とが見られ る 。 又雑種は速 か に淌滅して cage 中の

集圏か ら ア メ リカ猩 々 蠅 の 染 色饐 を もつ もの は な くな る 。 こ れ は 兩種 の 間に 存 庄ナ る染色饐鮎隔隠 と考 え ら＝

れ る 。 こ れ らの 實驗結果 と 同 じ よ うな こ とが 自然集團 に お い て も考 え られ よ う。

　　　　　　　　 竹林動物舞聚 の 日 週 活 動 並 に 攣 節 的 淌長　永野 壽葦 （大阪學酵大）

　河川溜岸 の 眞竹林内 に於け る 動物群聚 を ：sweep 　net 　method を用L・て 得た結果 で ある 。 竹林丙部 の 温度は

外部に 比 して 夏低 く冬 高い 。濕度 も
一
般に高く光度が 著 し く差 の あ る こ と力塒 徴と 言え る．。 日週活動 ： 探集

個 饐數か ら 1 日の垂直移動 は 見 られな い が ，
Trichocera ，　 Culea，

，
　 Aedes

，
　 Anopheles

，
　 Sintula 等飛翔性

昆虫 に 甕 夜 の 水 ZF 移動 が認め られ た 。　 OthittS，　Armaditlidktmlが夜間活動性を 示 し た 。 季節的渭長 ： 多期

UloborttS，　Tetragonatlia，　Ifsccauge，　TriCfi　eeera ，　Psychoda，　ATilaParvata　等bS多 く ， 夏期 Ariamnes，

乃 ∫1蜘 ∫
，
C 必 ヱ ，　Aedes ，

　 AfiOPheles
，
　Delienof ，us 等が 多い 。林丙 を上 中下三 層に 分 け

．
る と ク モ 類の 大都分

はそ の 生活範圍 を蠻分 け て 居 り；季節 に依る垂直移勳ほ蟻類及小甲虫類に 認 め られ る 。 爾水捷昆虫は 威虫に

な つ て 林丙 に 侵 入す る もの が 相當ある D 常緑 の 謄林丙の total　population は Weese の 示 した落葉林 と同

樣に夏期一時減少し駄再び増加す 6傾向を示 した 。

　（問） 個瞠數の 淌長に predator−prey 闢係が 見 られ るか 。 （宮地薄主郎 ）

　（答） 蜘蛛類及 トン ボ 目が蚊及小甲虫の 捕食ナる こ とほ観察されるが ， 相冕の 關係を鍛量的に表現ナるに

至 つ て い ない o 　　　　　　　　　　　’
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　 ・
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